
第１部（特集編）

「関東地域における地産地消の こ･れ･か･ら」

～食卓と地域の大地との関係づくりから広がるフロンティア～
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地域の消費者ニーズを的確にとらえて生産を行う取組と、地域で生産された農産物を地域で消費しよう

とする取組の両面を持つ地産地消や、地域に根ざした食材や食文化を見直すスローフードの活動は、生

産と消費の関わりや伝統的な食文化等、国民全体で食や農についての認識を深める機会を提供してい

る。
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産と消費の関わりや伝統的な食文化等、国民全体で食や農についての認識を深める機会を提供してい

る。
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一口メモ
☆身土不二（しんどふじ）

元々は仏教の言葉で、人間の身体は、
その人が住んでいる風土と切り離せない
という意味。
韓国では、「食べ物に宿る風土と人体に
宿る風土が一致すればするほど身によい、
体と土とは一体だ」という、身土不二の運
動が展開されている。

☆ＣＳＡ（Community   Supported  Agriculture）
アメリカでは、「地域が支える農業」のＣＳＡ
運動が進められている。地域ごとに消費者と
農家が結び付いて、作付前にその年１年分の
農産物の代金の一部を前払いして購入する運
動を中心に、1,000以上の地域で取り組まれて
いる。

地産地消は、

世界的に
いろいろな動きが

あるのね！！！
☆スローフード（運動）
1985年にイタリアでファーストフードの進出に

際し、ピザなどの伝統的な食事が忘れられると
いう危惧から始まった運動。
具体的には、①地域の味を大切にしながら郷
土料理と食材を守る、②質の良い素材を提供す
る小規模生産者を守る、③子ども達を含め消費
者の食教育の推進など、「食」を通じて関連する
伝統文化、地域社会等の復興・保存を図る運動。

「世界の地産地消の取組」
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第Ⅱ章第Ⅱ章 地産地消に関する政策

　　　　　　　　　　(単位：千円)

(提供作物等)

さくら市 さくら市
農産物加工施設
（１棟　378㎡）

漬物、まんじゅう、赤飯、
もち、米パン、総菜、おに
ぎり等

130,000
H18年度実施事業
（農産物直売所162㎡）

真岡市 真岡市
農産物直売所・交流施設
（１棟　488㎡）
観光農園（ハウス32棟）

トマト・キュウリ・ナス等を
中心とした野菜等

131,189

西方町 西方町
農産物直売所及び農村レストラ
ンの実施設計

トマト・キュウリ・ナス等を
中心とした野菜等

6,220 H19､20年度継続実施事業

北本市 北本市
農村レストラン
（1棟　132㎡）

そば等 30,897

熊谷市 (株)熊谷ｸﾞﾙﾒﾌｧｰﾏｰｽﾞ
農村レストラン
（1棟　258㎡）

うどん、おにぎり、地元野
菜を使ったカレー等

76,334

本庄市 埼玉ひびきの農協
農産物直売所
（1棟　380㎡）

トマト・キュウリ・ナス等を
中心とした野菜等

93,858

千葉市 千葉市

農産物直売所、農村レストラ
ン、
農畜産物加工施設
（１棟 537㎡）

ほうれんそう、ごぼう、
ジャガイモ、だいこん、
米、みかん、チーズ、
地場野菜の薬膳料理等

244,671

南房総市 （農）かざぐるまファーム 農産物加工施設の実施設計 ゆずみそ、もち 400 H19､20年度継続実施事業

備考

栃木県

埼玉県

千葉県

総事業費県名 市町村名 事業実施主体名 事業概要
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関東農政局 地産地消推進部会

地産地消の推進のために！！

消費者と生産者の
「顔が見え、話ができる」

関係を作る

地産地消とは「地域の産品」を「地域で消費」
すること。
大量・長距離流通のものと比べると規格が

そろっていなかったりしますが、農家と直接ふれ
あうことができ、来歴を確かめることも容易です。

私たちの生活に欠かせない「食」。

「どこで、どのように作られているのかな？」

「おいしい食べ方ってどんなのかな？」

私たち（農家）に直接聞いてみて下さい
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第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策

１．食料の安定供給の確保に関する施策

（４）地産地消の推進

地域の農業者と消費者を結び付ける地産地消を、地域の主体的な取組として推進する。これにより、

消費者が、生産者と「顔が見え、話ができる」関係で地域の農産物・食品を購入する機会を提供するとと

もに、地域の農業と関連産業の活性化を図る。

その際、各地域において取り組むべき事項やその目標等を明らかにした地産地消の実践的な計画の

策定を促し、これに基づき、地元消費者のニーズを把握するための交流活動や地場産農産物の普及活

動等、農業団体や食品産業等関係者による自主的な取組を促進する。

さらに、地産地消の取組の一環として、直売や加工等の活動を促進するとともに、研修や講習会の実

施等を通じて地産地消に取り組む人材の育成・確保を図る。加えて、成功事例の収集・紹介や地域間の

情報交換を実施する。
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